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研究成果の概要（和文）：大規模放送映像アーカイブ、Web 上の画像・映像データ等の大量のマルチメディアアーカイ
ブ中に頻出する、物体等に相当する部分画像を検出・同定する手法の実現を目指す。また、こうして得られる、同定さ
れた部分画像間の関連を潜在的リンクとみなし、アーカイブから得られる潜在的リンクにより構成されるグラフ構造に
対するマイニング技術について検討を行う。本成果により、マルチメディアアーカイブ中の特定の物体の出現の列挙な
らびにそれに基づく統計解析、アノテーション等の他のメタデータとの共起解析等による物体自動名前付け、物体認識
システムの完全自動生成等が可能となる。

研究成果の概要（英文）：We address partial image detection and identification which may correspond to recu
rrent objects in huge amount of multimedia archives such as large-scale broadcast video archive and Web im
ages and videos.  We regard detected and identified partial images as latent link and study mining techniq
ues for graph structure composed of latent links obtained from archives.  The outcome of this project enab
les enumeration of specific objects appear in multimedia archive and their statistical analysis, object au
to-annotation based on co-occurrence analysis with metadata and annotation, self-taught object recognition
 system, and so on.  Partial image detection and identification, as the most important technical component
, will be implemented by extending our former research outcome of image/video copy detection and mining te
chniques.

研究分野：

科研費の分科・細目：

総合領域

キーワード： マルチメディアアーカイブ　潜在的リンク解析　部分画像同定　映像マイニング

情報学 メディア情報学・データベース



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
画像・映像の意味内容解析は、特徴点群の局
所特徴空間中の分布に基づく手法、すなわち
Bag of Keypoint(BoK) に基づく手法が主流
である。この方法は、画像・映像アーカイブ
から得た大量の特徴点から SIFT 等の局所
特徴量を算出し、k-means 等のクラスタリン
グにより離散化することで「単語」とみなし、
単語の頻度分布に基づいて画像・映像の内容
解析(画像・映像の概念クラスへの分類など) 
を行う手法である。しかし、点では単語に類
するような意味情報は記述できないため、記
述として本質的に弱いという問題がある。 
一方、点から拡張しようというアプローチも
ある。特徴点の対や三つ組を用いようという
アプローチ、あるいは物体や部品レベルの記
述となることを期待して画像セグメントを
処理単位として用いようというアプローチ
もあるが、いずれも意味分類精度の向上には
成功していない。 
特徴点を超えた、特徴点群に基づく照合に関
する研究では、画像・映像コピー検出分野が
最も研究が進んでいる。そもそもはコマーシ
ャル検出や違法画像・映像検知を目的として
研究が進んだ。BoK のような特徴点の特徴
空間内の分布のみならず、複数の対応特徴点
間の幾何的整合性検証によるより高精度な
照合の実現、部分領域への対応等のきわめて
精度の高い照合、大規模アーカイブを扱いう
る高速・スケーラブルな手法、検索・検出の
みならず、アーカイブ中のすべてのコピーを
列挙するマイニング技術についても効率の
よい手法が実現されている。 
われわれも、映像コピー検出とマイニング技
術、ならびにそれに基づく映像アーカイブ構
造化技術について基盤研究(B)「同一映像断片
照合による放送映像アーカイブの構造化」(平
成 20-22 年度) として検討している。こうし
た成果から示されているとおり、一定の研究
成果が上がったが、一方ショットレベルのコ
ピー検出では粒度が荒く、またアーカイブ中
の頻度も少ないという問題も明らかになっ
た。物体レベルのコピー検出を目指した部分
領域コピー検出並びにマイニングにより、こ
うした問題が大幅に改善されると考えた。 
 
２．研究の目的 
大規模放送映像アーカイブ、Web 上の画
像・映像データ等の大量のマルチメディアア
ーカイブ中に頻出する、物体等に相当する部
分画像を検出・同定する手法の実現を目指す。
また、こうして得られる、同定された部分画
像間の関連を潜在的リンクとみなし、アーカ
イブから得られる潜在的リンクにより構成
されるグラフ構造に対するマイニング技術
について検討を行う。本成果により、マルチ
メディアアーカイブ中の特定の物体の出現
の列挙ならびにそれに基づく統計解析、アノ
テーション等の他のメタデータとの共起解
析等による物体自動名前付け、物体認識シス

テムの完全自動生成等が可能となる。最も重
要な要素技術である部分画像検出・同定は、
実現済みの映像・画像コピー検出・マイニン
グ技術を、部分領域対応に拡張することで実
現する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、以下の研究項目について具体的
な検討を行った。 
(1) 部分領域照合技術と画像識別 
部分領域として画像中の矩形領域を想定し、
その中での BoK 表現に基づく照合を実現し
た。また、この技術を応用し、画像を単位と
した物体認識用ラベルに基づき、当該物体に
対応する部分領域を自動的に推定し、高精度
に画像識別を行う技術を実現した。 
(2) コマーシャル映像マイニングの大規模化 
長時間の映像ストリーム中で繰り返し現れ
る映像部分区間をコマーシャル映像として
自動検出・同定するコマーシャル映像マイニ
ング技術はすでに実現済みであったが、これ
を拡張し、複数のマイニング結果を適切に統
合する方法を新たに開発した。これにより、
原理的には制限なく大きな映像アーカイブ
からのコマーシャル映像マイニングが実現
可能となった。 
(3) BoK に基づく高精度部分領域照合技術 
BoK に基づく方法ながら、これまでにない高
精度の部分領域照合が可能な手法を実現し
た。これにより、次の二つの項目における物
体レベルの検索や照合が可能となった。 
(4) コマーシャル映像マイニングに基づく放

送戦略解析システム 
コマーシャル映像マイニングの成果に基づ
き、その放送パターンの可視化に基づく放送
戦略の解析、適切なコマーシャルの事例画像
もしくはキーワードによる検索等の技術を
統合した、コマーシャル映像マイニングに基
づく放送戦略解析システムを実現した。 
(5) 放送映像と Web 情報との融合による影

響解析システム 
放送映像アーカイブと、blog から抽出した画
像との間の部分領域もしくは共起物体に基
づく関連性を検出し、これらの時間的変動パ
ターンなどを解析することにより、相互の影
響解析を実現した。 
 
４．研究成果 
(1) 部分領域照合技術と画像識別 
画像識別問題において、識別ラベルは画像内
に写っている事物に基づき付与されるが、通
常ラベルは画像に対して付与されるものの、
対象物体は画像内の一部のみを占めている。
われわれは、画像を単位としたラベルに基づ
き、物体領域に対応する部分領域を推定しつ
つ、より高精度な画像識別を行う技術を実現
した。 
ここで、部分領域としては矩形領域を用い、
BoK を特徴量として用い、矩形に対応する特
徴量をインスタンス、画像全体をバッグとみ



なし、Multiple Instance Learning (MIL)ア
ルゴリズムを用いて解決している。特に、イ
ンスタンスが矩形領域であり、インスタンス
間に画像中での領域間の近さが重要な情報
であることから、これを考慮に入れた MIL
アルゴリズムを新たに考案した。これにより、
従来よりも高い識別性能を達成することに
成功した。本成果については[12][14]にまと
めている。 
(2) コマーシャル映像マイニングの大規模化 
長時間の映像ストリーム中で繰り返し現れ
る映像部分区間をコマーシャル映像として
自動検出・同定するコマーシャル映像マイニ
ング技術はすでに実現済みであったが[16]、
より大規模(数年規模)の映像アーカイブから
コマーシャル映像を検出・同定するため、数
か月単位程度のアーカイブを独立に処理し、
それぞれから出力されるコマーシャル映像
のクラスタを高品質に統合する方法を開発
した。新たに開発した bag of fingerprint 法
では、各コマーシャル映像から抽出する
fingerprint に基づき、クラスタを bag of 
fingerprint として表現し、これらの間の類似
度により、クラスタの統合を行っている。こ
れにより、原理的には制限なく大きな映像ア
ーカイブからのコマーシャル映像マイニン
グが実現可能となった。本手法は[13]にまと
めている。 
(3) BoK に基づく高精度部分領域照合技術 
BoK に基づく方法ながら、これまでにない高
精度の部分領域照合を可能とする方法につ
いて検討を行った。これらは、100 万次元と
いう極めて疎なコードブックに基づく方法
[10]と、問い合わせ画像とデータベース画像
との間にある非対称性を考慮した新たな照
合尺度を利用する方法[6]とであり、これらに
よりきわめて高精度かつ高速な部分領域照
合が可能となった。 
(4) コマーシャル映像マイニングに基づく放

送戦略解析システム 
コマーシャル映像マイニングにより、特定の
コマーシャル映像がどの曜日・どの時間帯に
放送されているのかなどの解析が可能であ
る。そこで、この結果を可視化することによ
り、放送戦略の解析を実現した。また、適切
なコマーシャルの事例画像もしくはキーワ
ードによる検索等の技術も統合し、コマーシ
ャル映像マイニングに基づく放送戦略解析
システムを実現した。この成果は[2][5]にまと
めている。また、可視化結果を以下に示す。 

 
(5) 放送映像と Web 情報との融合による影

響解析システム 
二種類のデータベース(より具体的には放送

映像アーカイブと Web 上の画像データ)との
間の部分領域マイニングを実現した。部分領
域マイニングとしては、部分領域照合に基づ
く join 処理であり、より具体的には、Web
から取得した 46000 画像と、放送映像 6000
時間分とで、相互に同一物体を含む画像を検
出した。この結果、Web と放送映像との影響
解析が可能となり、双方のメディアとしての
特性の違いが観測できた。本成果は[4]にて公
表している。また、可視化結果を以下に示す。 
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